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在
庫
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右
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析
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進

戦
後
の
訟
気
侃
喋
に
お
い
て
在
坤
投
資
の
変
動
が
は
た
し
た
役
割
は
非

常
に
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
る
ω

と
り
わ
け
足
気
変
動
過
程
に
お
け
る
=

羽
年
間
周
期
の
一
担
剖
的
サ
イ
ク
ル
げ
に
お
い
て
在
出
お
よ
び
在
庫
投
資
の

変
動
の
意
義
は
犬
き
い
レ
」
み
な
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
日
本
の
経
済
循
環
の

分
析
に
お
い
て
「
宵
片
経
済
学
」
は
、
毎
年
次
の
『
続
詳
白
書
L

に
お
い
て

在
岸
変
動
を
指
摘
し
、
在
庫
投
資
が
日
本
の
戦
後
の
京
気
循
環
に
占
め
る

大
き
な
世
間
を
し
め
し
て
来
た
G

一
二
十
二
年
の
春
に
、
三
十
一
年
度
輸
入

原
材
料
在
時
増
の
捧
川
に
つ
い
て
所
調
「
在
陣
論
争
」
が
、
下
村
治
氏
と

経
済
企
回
斤
の
白
書
起
草
グ
ル
ー
プ
と
の
間
に
お
こ
っ
た
。
本
書
は
こ
う

し
た
輸
入
原
材
料
在
庫
円
一
在
体
変
動
の
論
争
を
整
理
す
る
と
、
と
も
に
、
景

気
変
動
過
程
に
お
け
る
在
庫
変
動
の
態
様
を
解
明

L
、
同
時
に
こ
れ
ら
の

分
析
を
媒
介
に
わ
が
国
の
既
存
の
在
叫
統
計
の
欠
陥
を
検
討
す
る
と
い
う

h
b
レ
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
。

第
九
一
巻

了L

l'、

第
五
日

E. 
ー」ノ、

第
一
章
「
卦
気
変
動
ζ

杭
庫
変
動
」
に
お
い
て
の
分
析
の
中
心
祝
角
は
、

宗
気
変
動
に
対
す
る
荘
庫
変
動
の
リ
ド
・
ラ
γ

グ
心
関
係
に
焦
点
を
あ

わ
せ
て
説
明
さ
れ
る
。
ま
ず
売
上
高
を
も
っ
て
景
気
変
動
の
指
標
よ
し
、

売
上
高
と
伝
庫
残
高
の
比
半
(
売
上
高
在
庫
率
)
を
一
定
と
仮
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
景
気
変
動
と
存
出
変
動
の
尉
係
を
抽
出
す
る
υ

こ
の
さ
い

「
州
連
度
原
理
」
を
適
応
す
る
。
売
上
高
の
一
割
増
加
あ
る
い
は
減
少
は

荘
庫
残
高
町
一
割
増
加
あ
る
い
は
減
少
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
法
人
企

業
統
計
季
報
』
か
ら
附
和
一
十
八
年
か
ら
昭
和
三
十
コ
年
の
期
間
中
の
全

産
業
に
お
吋
る
総
在
庫
お
よ
び
各
杭
夜
障
の
売
J
高
在
時
半
白
平
均
値
を

と
る
な
ら
ば
、
売
上
高
総
在
庫
率
は
同
七
・
二
%
売
上
高
原
材
料
布
庫
半

は
十
五
一
騎
売
上
高
に
対
す
る
仕
掛
品
製
品
の
各
布
陣
比
率
は
、
十

三
四
%
イ
八
ー
七
%
で
あ
る
(
四
人
頁
却
一
一
一
法
寺
間
三
し
た
が
っ
て
全

企
業
に
お
い
て
一

0
0の
売
上
高
増
大
が
あ
れ
ば
、
↑
在
咋
は
四
七
〈
原

材
料
十
五
、
仕
掛
品
十
三
、
製
品
十
九
)
」
噌
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。
こ
の
分
析
は
、
長
期
的
な
在
庫
本
分
析
に
は
有
効
な
道
具

で
あ
る
が
、
短
期
的
に
は
不
適
当
で
あ
り
二
つ
の
問
題
が
の
こ
る
。
一
つ

は
企
楽
家
自
意
識
に
は
一
定
。
適
正
布
庫
率
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
り

で
あ
る
。
何
故
な
ら
企
業
家
は
将
来
の
が
気
動
向
、
価
格
動
向
の
期
待
に

も
と
づ
い
て
、
在
庫
率
を
決
定
す
る
の
で
適
正
在
庫
半
は
卦
気
の
帯
局
面

に
よ
っ
て
変
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
お
一
つ
の
柄
引
正
要
悶
は
か
り
に
企

業
家
が
一
定
の
在
出
保
有
の
志
志
決
定
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
も
、
取
引

き
の
貫
山
目
的
原
同
や
自
然
的
な
そ
れ
に
よ
り
窓
阿
仰
せ
ざ
る
在
庫
投
資
の
発



生
か
あ
り
、
文
技
術
的
な
要
因
に
よ
る
仕
掛
品
在
悼
白
長
期
的
存
在
な
ど

の
撹
乱
要
因
が
あ
る
。
こ
う
し
た
要
因
を
長
気
循
環
の
ピ
ー
ク
時
点
と
の

関
連
に
お
い
て
、
在
庫
変
動
の
リ
ド
性
、
ラ
ッ
グ
性
を
分
析
す
る
。
在

庫
の
リ
l
ド
杜
、
ラ
ヅ
グ
性
と
い
う
の
は
、
張
気
(
指
標
と
し
て
G
N
P

を
使
用
す
る
)
の
ピ
ク
に
対
し
て
在
庫
の
ピ
ー
ク
が
先
h
す
る
の
か
遅

行
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
で
は
り
l
ド
ラ
ヴ

グ
性
を
展
開
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ア
ブ
ラ
モ
グ
ィ
ツ
(
〉
宮
山
田
c
d訂
)
の

分
析
を
説
珂
し
た
あ
と
、
そ
れ
を
共
休
的
な
日
木
の
状
況
に
適
応
し
、
そ

れ
を
再
緋
成
し
て
レ
る
。

ア
プ
ヲ
モ
ヴ
ィ
ツ
は
、
ま
ず
原
材
料
在
伸
、
仕
掛
品
在
陣
、
そ
し
て
製

品
在
庫
と
在
庫
を
ご
種
類
に
分
け
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
在
庫
を
細
分
し

て
い
る
。
か
れ
は
原
材
料
在
障
を
「
入
手
の
難
易
、
生
産
条
件
」
の
差
異

を
基
準
に
し
て
五
都
に
分
熱
し
て
い
る
G

生
産
コ
程
辿
続
性
、
非
也
統
性

か
ら
、
仕
掛
品
在
庫
を
三
粧
類
に
区
分
L
、
最
後
の
製
品
在
庫
は
「
似
用

原
材
料
、
製
品
の
耐
久
性
、
受
注
態
様
」
等
か
ら
凹
軒
類
に
分
類
し
、
リ

ー
ド
性
、
ヲ
y

グ
性
を
分
析
し
て
レ
る
。
本
書
で
は
ア
プ
ラ
毛
ず
ィ
ツ
の

こ
の
分
析
を
基
礎
に
し
て
、
そ
れ
を
日
本
の
現
状
に
応
用
し
つ
ぎ
の
よ
う

な
結
論
を
得
て
い
る
。
原
材
料
在
胤
を
け
円
容
易
に
供
給
を
う
け
ら
れ
る
も

の
(
国
産
品
)
l
L
、
伺
国
産
で
供
給
が
非
弾
力
的
な
も
の
交
は
輸
入
品

リ
ロ
山
に
分
類
し
、
ロ
町

-
n
向
も
と
も
に
景
気
循
環
に
対
し
て
若
干
ラ
ヴ
グ
す

る
も
の
と
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
「
払
は
国
産
で
供
給
弾
力
性
が
高
い
か

ら
需
要
が
哨
加
し
た
場
令
に
は
、
若
干
の
ラ
y

グ
を
も
っ
て
供
給
を
増
加

古
評

F

在
庫
変
動
に
関
す
る
若
干
の
骨
折
」

せ
し
め
て
需
要
増
に
応
ず
る
」
し
、
出
は
「
輸
入
原
材
料
の
場
合
は
国
産

よ
り
も
若
干
長
期
を
要
す
る
」
か
ら
で
あ
る
ω

仕
掛
品
在
且
は
生
産
工
程
が
連
続
的
な
も
の
H

町
、
非
連
続
的
な
も
の

れ
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
る
。
円
の
ば
あ
い
「
生
産
を
増
加
す
る
た
め
に

は
ま
ず
最
初
の
原
材
料
の
投
入
か
ら
埴
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
以
後
各

工
程
段
階
ご
と
に
加
工
を
加
え
て
最
後
に
や
っ
と
最
終
生
蔵
さ
れ
る
」
の

で
、
こ
の
生
産
期
間
だ
け
仕
掛
品
在
坪
の
り
ド
が
み
ら
れ
る
。
九
は
工

組
問
在
庫
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
仕
掛
品
在
庫
の
増
加
な
し

に
も
生
産
の
上
昇
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
工
程
間
花
庫
を
消
費

L
、
し
か
る
の
ち
、
仕
掛
品
を
増
加
せ
し
め
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
」
。
ア

プ
ラ
毛
ゲ
イ
ツ
の
結
論
は
仕
掛
品
在
庫
は
り
l
ド
す
る
か
ら
フ
ザ
グ
す
る

か
一
概
に
決
定
し
に
〈
し
と
い
う
。
わ
が
国
の
ば
あ
い
景
気
の
下
降
時
に

は
非
迎
統
的
生
産
工
引
恒
産
業
は
「
仕
掛
品
在
庫
は
ラ
ッ
グ
的
で
あ
る
L

。

製
品
在
出
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
先
取
り
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
一
ア
ッ
グ

す
る
。
製
品
在
庫
町
分
類
は
非
農
林
市
の
う
ち
正
文
牛
佳
品
(
M
)
、
見
込

生
産
品
に
分
け
、
見
込
性
産
品
を
さ
ら
に
耐
久
則
ハ
M
)
、
滅
失
財
(
M
)
に

分
け
る
。
そ
し
て
農
林
品
(
肱
)
も
四
種
類
に
分
類
す
る
。
M

山
は
註
文
生
産

で
あ
る
故
リ
l
ド
・
ラ
ヅ
ク
は
存
在
し
な
い
。
M

叫
は
需
要
が
急
減
し
て
も

生
産
は
そ
れ
に
対
U
し
て
収
縮
せ
ず
横
這
い
を
続
け
る
。
景
気
の
ピ
l
グ

以
後
急
速
に
製
品
在
庫
は
土
井
す
る
。
ラ
ッ
グ
す
る
。
叫
は
「
陥
の
場
合

に
比
し
生
産
上
の
比
重
も
小
さ
い
」
か
ら
、
影
響
は
小
さ
い
ψ

叫
は
「
原

材
料
の
供
給
が
季
節
的
に
変
動
し
一
、
有
庫
自
体
も
し
た
が
コ
て
手
節
的

第
九
一
巻

三
五
九

五
包

第
芥
号



苦手
評

「
在
康
史
助
に
閣
ず
る
若
干
の
分
析
=

な
変
動
を
示
ず
。
リ
ド
目
ラ
ッ
グ
知
関
係
。

ロ山
a
n
山
は
そ
れ
ぞ
れ
悶
産
お
よ
び
輸
入
原
材
料
で
あ
り
総
夜
庫
小
の
比

主
は
二
七
功
、
十
一
二
勃
、
ラ
ッ
グ
日
数
は
一
一
l
l
何
カ
月
で
あ
る
@
総
在
庫

中
の
口
い
九
の
そ
れ
ぞ
れ
し
め
る
比
買
は
そ
れ
ぞ
れ
十
%
宛
で
、
町
の
リ

ー
ド
は
一
カ
月
、
「
九
円
一
場
人
円
リ
ー
ド
・
一
プ
ッ
グ
の
同
様
の
場
介
が
あ
る
」
ω

こ
こ
?
は
一
プ
ヅ
グ
一
カ
汀
と
し
て
い
令
。
日
川
の
総
在
府
中
白
比
市
、
八
%
、

九
は
一
一
十
二
%
で
、
ラ
ヅ
グ
は
決
定
し
に
く
い
が
八
カ
月
ふ
時
の
総
在
附

の
比
重
は
四
%
ぐ
ら
い
、
ラ
ァ
グ
は
ニ
カ
月
ぐ
ら
い
、
九
一
は
比
重
が
六
%
、

ラ
ッ
グ
同
市
。
し
た
が
っ
て
「
巾
叫
ん
河
の
ピ
ー
ク
に
対
し
て
総
在
躍
の
変
動
は

か
な
り
一
プ
ッ
グ
す
る
」
こ
と
に
な
る
G

こ
れ
が
本
字
の
結
論
で
あ
る
。
泊

二
節
で
は
席
業
別
在
庫
変
動
の
分
析
を
加
え
、
各
産
業
変
動
の
特
色
を
論

及
し
て
い
る
P

景
気
変
動
過
棋
と
在
時
本
と
の
悶
係
に
つ
い
て
の
べ
た
第
一
平
「
涼
気

変
動
と
在
咋
率
変
動
」
で
は
、
総
じ

t
変
動
投
資
は
ラ
γ
グ
を
と
も
な
う

も
の
と
確
認
さ
れ
た
と
同
様
に
、
こ
こ
で
も
在
昨
右
下
街
環
は
民
気
桁
喋
に

混
〆
汀
す
る
。
そ
こ
で
↓
循
環
泊
料
の
モ
デ
ル
を
考
察
し
て
み
る
。
足
気
の

ピ
ー
ク
時
に
は
売
上
向
は
当
然
ピ

1
グ
に
到
逃
し
て
お
り
、
各
種
在
府
残

高
も
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ

L
て
土
井
し
て
い
る
か
も
し
く
は
売
上
高
の

問
引
率
を
上
廻
っ
て
い
る
ぽ
あ
い
が
あ
る
。
ピ
ク
を
過
ぎ
る
と
売
上
高
は

減
少
す
る
け
れ
ど
も
生
産
は
急
速
に
卜
落
し
な
い
か
ら
、
製
品
在
時
は
急

速
に
下
落
し
な
い
か
ら
、
製
品
荘
庫
は
急
速
に
増
加
し
て
く
る
。
仕
掛
品

在
怖
は
仕
掛
品
依
存
度
史
一
向
い
投
資
附
産
業
で
は
ぷ
怖
投
資
が
急
減
し
な

第
九
一
巻

。
第
五
川
勺

五
ノl

い
た
め
に
、
叉
工
程
問
在
庫
果
蔚
の
た
め
に
急
放
に
は
落
ち
こ
ま
な
い
岱

原
材
料
在
怖
も
同
様
に
そ
う
急
に
下
落
し
な
い
の
で
、
結
果
布
陣
率
は
上

昇
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
杵
庫
率
の
上
井
は
プ
ラ
ス
の
在
庫

投
資
が
継
続
す
る
だ
け
つ
づ
く
こ
と
が
多
い
(
二
十
八
年
・
二
十
九
年
目

一
・
四
半
期
、
一
一
一
十
二
年
=
一
十
コ
一
陀
ー
の
三
・
凶
半
期
)
。
次
町
段
階
に

移
行
す
る
と
積
値
的
な
布
陣
調
整
の
段
附
に
突
入
す
る
。
在
印
半
上
n
刀白

中
止
、
在
時
半
は
低
下
し
は
じ
め
、
下
向
に
転
換
す
る
。
一
般
的
に
い
っ

て
こ
の
局
而
で
は
負
の
在
胤
投
資
の
大
き
さ
が
断
次
小
さ
く
な
っ
て
く
る

か
ら
、
対
前
期
比
在
凶
投
資
と
し
て
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
c

し
た
が
っ
て
こ
の
周
両
は
在
日
残
高
の
減
少
過
程
で
あ
る
k
同
時
に
そ
れ

向
身
の
内
部
に
存
庫
投
資
面
か
ら
の
有
効
需
要
増
加
の
一
要
凶
と
な
り
う

る
。
こ
れ
で
G
N
E
中
の
安
定
的
成
長
部
分
〈
家
計
消
費
政
府
支
出
〉

と
合
流
し
て
、
本
格
的
な
有
効
需
要
増
大
品
開
始
さ
れ
て
在
山
中
投
資
自
体

が
プ
ラ
ス
に
伝
じ
在
庫
残
品
の
増
加
が
発
生
す
る
。
在
庫
回
復
で
あ
る
ω

こ
の
凶
復
段
階
で
の
在
陣
半
は
前
段
階
の
在
庫
率
低
下
傾
向
を
う
け
て
、

さ
ら
に
低
下
す
る
。
何
故
な
ら
売
k
h
ロ
同
の
件
び
半
が
在
庫
残
高
の
そ
れ
よ

り
h
担
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
局
而
で
は
ま
だ
企
業
家
の
将
来
に
対
す
る

見
通
し
は
税
栢
的
に
在
時
半
を
引
き
ト
し
げ
る
、
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
。

景
気
の
回
復
過
程
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
旺
腐
な
設
備
投
資
荒
欲
が
促

進
さ
れ
本
栴
的
な
在
庫
投
資
が
呼
び
お
こ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
在
庫
本

も
若
十
上
井
に
転
向
す
る
。
設
備
投
資
の
活
発
化
、
在
庫
投
資
の
本
格
化

に
よ
り
H
A気
は
上
列
局
而
を
則
市
山
制
的
に
の
ぼ
っ
て
い
く
。
原
材
料
在
庫
は



前
途
の
楽
観
的
予
想
を
反
岐
し

τ、
生
産
の
土
丹
翠
を
超
え
て
上
昇
し
、

仕
掛
品
在
時
投
資
も
設
仙
投
資
円
強
化
に
よ
り
仕
掛
品
非
庫
内
比
藍
の
大

き
い
投
資
財
産
系
で
は
増
加
し
、
又
非
連
続
的
生
産
工
程
産
業
も
工
程
間

在
昨
を
4
や
す
よ
う
に
な
り
、
全
体
、
と
し
て
は
仕
掛
品
在
咋
ギ
は
列
す

る
。
そ
し
て
企
業
家
を
し
て
製
川
在
時
を
将
来
の
楽
観
的
気
分
の
投
影
と

し
て
大
量
に
仕
込
む
よ
う
に
せ
し
め
、
そ
の
布
昨
yfも
や
は
り
上
向
し
て

進
む
。
や
が
て
こ
の
製
品
在
時
事
は
土

H
す
る
。
モ
し
て
企
業
家
と
し
て

製
品
在
障
を
将
来
の
楽
観
的
気
分
の
枝
問
げ
と
し
て
大
量
に
仕
込
む
よ
う
に

せ
し
め
、
そ
の
在
州
単
も
や
は
り
上
向
し
て
進
む
。
や
が
て
こ
の
製
品
荘

庫
保
市
欲
は
ぷ
気
の
成
熟
に
し
た
が
い
、
過
剰
花
庫
に
転
位
す
る
。
ピ
ー

ク
の
到
達
、
過
剰
生
産
、

EAの
崩
落
。
在
庫
半
現

L2
一
地
ー
か
完
了
す

る
u本

章
で
具
体
的
な
資
料
に
も
と
づ
き
右
の
在
庫
車
街
珠
山
ゼ
例
証
し
て
い

る
u

以
上
の
こ
と
は
会
応
来
む
分
析
で
あ
る
け
れ
ど
、
も
ち
ろ
ん
製
造
業

に
も
妥
当
す
る
。
さ
ら
に
個
別
産
業
別
に
検
討
す
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

前
章
第
二
一
節
の
五
つ
の
産
業
別
グ
ル
プ
に
お
け
る
在
鼎
半
の
変
動
態
様

の
時
微
を
挙
げ
て
み
る
。

第
一
の
決
林
水
立
作
業
グ
ル
プ
に
つ
い
て
は
「
農
林
水
産
業
お
よ
び
化

学
肥
料
の
う
ち
、
と
く
に
化
学
肥
料
に
つ
い
て
在
庫
率
に
季
節
変
動
」
が

特
徴
的
で
あ
る
。
第
二
の
鉱
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
寸
有
炭
鉱
業
に
お
い
て
在

附
率
の
上
丹
カ
他
産
業
よ
り
ラ
ァ
グ
」
す
る
。
第
三
の
楳
準
財
斥
ク
ル

プ
の
う
ち
「
A
の
楳
準
梢
間
財
ク
ル
プ
に
お
い

t
は
食
料
品
工
業
に
お

，;C 

「
花
陪
変
引
に
関
す
る
若

I
の
分
析
」

げ
の
る
季
節
グ
ル
ー
プ
に
対
い
て
は
食
料
品
工
業
に
お
け
ゐ
季
節
的
在
庫
変

動
が
顕
著
で
あ
る
」
。
紡
級
品
製
造
業
は
大
件
全
起
業
在
昨
半
の
動
き
と

一
致
す
る
。
機
械
工
業
を
含
む
「
R
の
原
単
生
産
財
グ
ル
ー
プ
も
ほ
ぼ
全

産
業
在
庫
半
と
同
じ
変
動
を
一
市
め
」
し
て
い
る
。
第
五
の
製
紙
グ
ル
ー
プ

は
売
I
不
規
則
の
た
め

r、
又
「
仕
掛
品
十
代
庫
闘
が
長
別
で
あ
る
」
こ
と

等
に
よ
り
在
伸
率
変
動
は
「
一
般
的
変
動
形
態
」
か
ら
ず
れ
て
い
る
。
以

h
の
分
析
を
通
じ
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
す
な
わ
ち
け
在
時
半

白
上
井
は
、
各
個
別
斥
業
の
各
制
別
配
路
市
小
が
一
定
不
変
で
あ
る
場
合
、

本
来
在
庫
率
の
高
い
産
業
の
比
率
が
高
ま
っ
た
か
ら
結
果
全
産
業
あ
る
い

は
製
造
業
の
そ
れ
が
高
ま
っ
た
の
か
、
同
月
庫
業
榊
成
が
不
変
で
あ
る
け
れ

ど
、
各
個
別
原
業
の
各
個
別
立
四
陣
中
小
が
上
井
し
た
た
め
に
令
産
業
な
り
製

造
業
内
在
庫
平
品
全
体
と
し
て
増
大
し
た
り
か
、
と
い
う
こ
と
。
泊
二
節

で
こ
れ
に
対
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
お
り
、
木
節
で
は
そ
の
前
に

ω布
陣

種
類
別
在
庫
平
の
名
産
業
聞
で
の
差
貝
の
問
題
、
何
布
陣
種
類
別
在
庫
ヰ

変
動
半
の
特
産
業
別
差
共
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
す
る
。
川
W
M
円に

つ
い
て
は
「
法
人
企
業
統
A
季
限
』
を
基
慌
に
詳
細
に
し
て
手
数
の
か
か

る
計
算
を
通
じ
て
統
計
的
数
字
を
は
じ
き
ど
し
て
い
る
(
本
件
凶
十
八

四

1
九
一
孔
蓄
附
)
。
そ
し
て
何
故
に
こ
の
よ
う
な
在
庫
民
ー
の
各
産
業
開
で

弟
異
が
で
て
く
る
の
か
と
い
う
問
題
に
解
答
を
ケ
え
て
い
る
@
「
と
の
差

異
は
、
原
材
叫
川
市
場
構
成
担
よ
び
技
術
的
見
地
か
ら
の
原
材
料
十
代
庫
本
の

相
異
の
点
、
技
術
的
見
地
か
ら
み
て
の
仕
掛
町
在
庫
本
の
大
小
の
点
、
製
品

市
場
株
成
か
ら
み
て
の
製
品
在
防
本
の
大
小
の
点
等
か
ら
」
生
じ
る
、
と

一二ハ一

第
九
一
巻

結
石
円
乃

ヲ斤

}c 



目
許

コt
仙
変
動
に
聞
す
Z
若
刊
の
分
析
』

L
て
い
る
。
制
の
在
庫
不
変
動
車
の
問
題
に

つ
い
て
。
次
表
(
五
十
一
頁
の
担
述
よ
り
作

成
)
か
ら
全
産
業
・
製
造
業
に
お
い
て
注
目

さ
れ
る
特
徴
を
折
出
す
る
と
、
総
在
庫
半
白

変
動
率
が
小
さ
い
、
仕
掛
品
在
庫
率
の
変
動

半
が
意
外
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

知
一
表
か
ら
製
品
在
停
に
つ
い
て
全
陪
業
と

製
造
業
で
変
動
率
の
幅
が
非
常
に
大
き
い
け

れ
ど
そ
の
原
凶
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
流

通
す
忙
庫
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
台
い
。

流
通
夜
庫
は
製
品
在
庫
か
ら
な
っ
て
お
り
、

製
造
業
。
製
品
在
原
に
対
し
て
相
殺
的
機
能

を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
表
(
木
許
阿
イ
八
珂
凶
十
九
頁
)

よ
り
各
業
種
。
在
庫
半
の
変
動
本
を
読
み
之
る
と
、
総
在
仲
平
の
変
動
幅

は
農
林
水
産
業
の
四

O
七
の
上
限
か
ら
一
二
二
の
下
阪
の
化
学
工
業

(
肥
料
を
除
く
)
と
、
急
政
な
変
動
ヰ
止
を
し
め
し
て
い
ゐ
。
し
た
が
っ
て

全
-
酢
業
の
在
庫
率
の
変
動
は
個
別
成
業
の
個
別
布
席
率
の
変
動
に
よ
る
も

円
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
一
一
節
で
は
国
民
所
得
統
計
か
ら
み
た
在
庫
率
の
変
動
の
態
様
を
み
て

い
る
。
国
民
経
済
全
体
の
在
胤
卒
を
み
る
れ
れ
ぬ
現
行
の
い
ろ
い
ろ
の
統
計

を
駆
使
し
て
も
、
現
行
統
劃
の
不
備
の
た
め
在
庫
串
の
推
定
が
資
料
の
ち

第一安 (p.51から作成〉
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が
い
に
よ
り
一
致
L
な
し
に
「
在
庫
残
高
、
在
庫
投
資
は
、
法
人
企
業
に

つ
い
て
は
一
応
妥
当
で
あ
る
が
、
個
人
企
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
に
は
土

と
し
て
在
沖
残
高
に
問
題
が
あ
り
、
非
民
菜
に
つ
い
て
は
在
陣
残
高
お
よ

ひ
在
伴
投
資
の
双
方
に
問
題
が
あ
る
」
と
し
て
、
「
在
庫
率
変
動
の
分
析

を
経
済
予
測
に
役
立
た
せ
る
た
め
に
も
在
陣
投
資
、
在
席
残
高
に
関
す
る

計
数
の
早
急
な
務
怖
が
必
要
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。

第
三
章
「
流
通
夜
庫
の
分
析
」
で
は
、
卸
売
業
に
お
け
る
卸
売
伝
庫
、

小
売
業
に
お
け
る
小
売
枚
庫
の
二
つ
に
区
分
し
て
分
析
を
加
え
て
い
る
。

従
米
流
通
在
庫
に
つ
い
亡
の
議
論
は
ほ
と
ん
ど
背
制
で
あ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
、
本
書
の
分
析
は
そ
の
緒
を
つ
け
た
と
い
う
意
味
で
評
価
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
デ
l
夕
、
と
し
て
「
開
業
動
態
統
計
」
一
が
使
用
さ
れ

1
い
る
け
れ
ど
、
本
統
計
は
「
三
十
一
年
一

l
三
月
k
四
六
月
と
の
間

に
統
計
の
連
続
性
」
が
断
た
れ
て
お
り
数
字
上
に
飛
脱
が
あ
り
分
析
に
限

此
が
あ
り
犬
同
な
議
論
の
展
開
を
詳
し
ひ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
前

置
き
し
て
、
第
一
節
「
卸
売
在
庫
」
に
移
っ
て
い
る
。

卸
売
在
庫
の
分
析
に
は
、
卸
売
業
者
の
仕
入
額
と
肱
売
額
の
差
の
変
動

態
様
町
分
析
が
、
製
造
業
在
庫
の
分
析
に
お
け
る
在
障
の
リ
}
性
お
よ

び↑フ
y

グ
性
の
分
析
に
等
し
い
重
要
性
を
有
す
る
。
つ
ま
り
仕
入
額
(
X〕

販
売
額

(
Y
)
(
X
目

Y
は
引
用
者
が
つ
け
る
)
白
差
の
分
析
を
中
軸

に
し
て
卸
売
在
席
の
夜
庫
残
高
の
恋
勤
法
則
お
よ
び
在
庫
率
変
動
の
法
則

を
導
川
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

卸
売
業
者
の
仕
入
額
と
販
売
額
を
対
応
せ
し
め
る
方
法
は
、

X
川

Y
と



コ
一
つ
白
仕
方
が
あ
る
。
こ
の
三
方
法
乞
規
定
す
る
要
因
に
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
置
気
安
動
的
要
因
主
季
節
的
変
動
要
悶
を
規
定
要
悶
主
し
た
仕
入

額
・
服
売
額
の
動
向
を
分
析
す
る
G
r
A
気
の
各
局
面
に
お
げ
る
X
1
X
の

関
係景

気

上

井

畑

景
気
ピ

l
ク
時

点ピ
ー
ク
経
過
直

後
円
一
局
而

長
崎
川
の
[
降
時

期温
和
工
景
気
の

'
ヒ
列
局
間

本
格
的
上
井
畑

在

率

x
v
x
 

X
1
Y
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以
上
C
M
M
気
の
ヰ
局
川
段
階
別
に
製
造
業
と
卸
売
業
の
在
庫
変
動
の
形
態

会
比
較
河
照
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
章
・
二
章
で
製
造

業
で
は
大
き
町
、
固
定
設
備
と
雇
用
量
，
原
材
料
ス
ト
マ
ク
・
仕
掛
品
を

所
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
た
め
、
製
造
業
在
庫
は
「
い
わ
ゆ
る
一
般
景

気

2
E
5
5ロ
E
骨
×
〉
に
対
し
て
」
か
な
り
ラ
y

ク
せ
ざ
る
を
得
な
い

当主

評

寸
在
比
変
動
に
関
す
る
新
干
の
分
析
』

と
い
う
こ
と
を
み
た
。
製
造
業
で
は
景
気
の
ピ
ク
後
、
そ
の
日
後
の
経

過
局
面
主
下
降
時
期
の
一
局
川
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
卸
売

業
で
は
、
「
経
済
の
先
行
き
が
非
立
り
L

乙
み
れ
ば
」
迅
速
に
対
応
し
て
業

務
規
模
を
縮
小
す
る
か
ら
(
ピ
ー
ク
経
過
直
後
は
す
で
に
仕
入
額
の
減
少

を
意
味
す
る
)
、
対
気
回
継
起
す
る
各
段
階
は
、
製
造
業
よ
り
一
刻
な
い

し
数
期
先
行
す
る
。
そ
し
て
一
」
の
場
合
「
卸
売
業
に
お
け
る
リ
l
ド
性
に

よ
っ
て
製
造
業
の
在
庫
変
動
が
芯
き
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。
卸
売
業
が

景
気
卜
降
時
の
局
面
に
あ
る
の
に
、
製
造
業
は
封
気
の
絶
頂
経
渦
直
後
白

局
面
、
在
庫
率
上
昇
の
局
面
に
〉
」
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

も
っ
主
探
く
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
ロ
対
気
指
棋
と
し
て
在
庫
循

環
を
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
そ
れ
会
有
効
で
強
力
な
も

白
に
す
る
た
め
に
は
、
卸
売
業
の
各
業
穂
別
の
在
庫
率
、
在
庫
投
資
の
盆

動
形
態
と
製
造
業
の
各
業
種
別
の
各
杭
在
庫
変
動
形
態
と
の
連
関
を
み
て

み
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う

本
節
で
は
さ
ら
に
卸
売
部
門
を
消
費
財
関
係
色
生
産
財
関
係
に
分
け
て
、

そ
の
特
殊
性
を
分
析
し
て
い
る
。
消
費
財
部
門
は
季
節
変
動
の
影
響
を
う

け
や
す
い
が
、
生
産
財
関
係
は
申
告
泊
変
動
の
そ
れ
を
う
け
る
。

小
売
在
庫
が
第
二
節
で
分
析
さ
れ
る
。
総
じ
て
小
売
業
で
は
辰
気
変
動

的
要
因
上
よ
り
季
節
的
変
動
要
因
に
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
在
廟
変
動
白
性

格
も
当
然
そ
の
よ
う
に
影
響
を
う
付
る
。

第
四
章
「
在
庫
変
動
と
金
融
」
で
、
在
庫
金
融
の
特
色
、
在
庫
投
資
と
貸

出
の
り

l
ド
・
一
フ
ッ
グ
関
係
が
言
及
さ
れ
る
。
わ
が
同
の
在
庫
金
融
の
特

第
九
一
巻

プミ
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五
月
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『
正
附
変
動
に
闘
す
る
若
守
の
分
析
』

獄
の
一
つ
は
常
時
借
入
超
過
に
あ
る
戦
後
の
企
業
が
「
竹
部
苔
積
を
上
姐

る
投
資
」
を
し
て
、
「
金
融
機
関
へ
の
依
存
度
を
高
め
財
政
状
態
に
著
し

い
詫
み
を
生
じ
て
い
る
」
こ
し
L

で
あ
る
。
棚
卸
資
産
は
固
定
資
産
主
同
様

に
「
向
己
資
本
」
又
は
「
長
期
借
入
金
」
寺
長
期
性
の
資
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
「
長
期
蓄
積
資
金
」
不
足
の
た
め
棚

卸
資
産
は
恒
市
在
庫
を
ふ
く
め
て
ほ
と
ん
ど
短
期
性
の
資
金
に
よ
り
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
在
陣
変
動
即
借
入
変
動
、
貸
出
変
動
即

在
庫
変
動
」
が
わ
が
国
「
詐
庫
金
融
の
特
色
」
で
あ
る
。
欧
本
で
は
在
鼎

の
循
環
的
変
動
部
分
の
寸
今
借
入
金
に
他
存
し
て
い
る
た
め
、
「
借
入
金
残

高
は
」
循
環
的
変
動
を
し
め
す
に
す
ぎ
な
い
が
、
わ
が
国
で
は
戦
後
蓄
積

が
強
化
、
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
水
準
設
備
投
資
、
資
金
需
要

旺
盛
の
た
め
‘
「
借
入
金
変
動
」
は
在
躍
の
「
循
環
的
変
動
部
分
」
と
「
成

長
的
変
動
部
分
」
の
合
成
と
し
て
現
象
L
「
借
入
金
残
高
は
趨
勢
的
に
増

加
の
一
方
を
辿
っ
て
い
る
」
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
こ
数
年
来
「
在
庫
投

資
」
を
「
貸
間
」
の
到
き
を
比
較
す
る
之
、
一
義
的
に
は
相
玄
関
係
が
な

い
が
一
同
調
的
に
並
ノ
臼
L
て
」
変
動
し
て
い
る
。
こ
の
「
在
J

沖
投
資
」
左

「
貸
州
L

と
ど
ち
ら
が
リ
i
ド
ラ
ッ
グ
す
る
か
は
、
各
公
気
の
局
面
で

複
雑
た
要
閃
が
入
り
こ
む
の
で
決
定
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

け
れ
ど
も
現
象
で
は
「
貸
出
」
が
リ
ド
寸
る
例
を
あ
げ
て
い
る
。

大
企
業
と
小
企
業
の
在
庫
投
資
の
変
動
と
金
融
機
関
短
期
借
入
金
の
変

動
推
串
を
比
較
し
て
い
る
第
一
二
節
で
は
、
結
論
的
に
い
え
ば
大
企
業
と
中

小
企
業
の
「
在
」
悼
」
と
「
借
入
L

の
変
動
は
「
同
調
的
」
、
「
並
行
的
」
た

第
九
一
巻
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五
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動
き
ケ
一
拍
く
が
、
変
動
の
サ
イ
ク
ル
と
し
て
は
小
企
業
が
大
企
業
よ
り
先

行
す
る
の
が
み
ら
れ
る
u

金
融
口
出
渇
か
直
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
同
式

的
に
は
呆
気
の
上
昇
川
町
幽
で
、
商
況
旺
盛
↓
資
企
ネ
日
グ
↓
生
産
増
加
不

態
1
v
化
庫
投
資
減
少
と
い
う
過
程
を
た
ど
る
。
他
方
大
企
業
で
は
引
締
め

発
福
山
↓
採
算
見
込
の
間
引
産
続
行
↓
採
算
見
込
の
消
滅
↓
在
庫
投
資
の
減

少
、
で
あ
る
。
景
気
の
回
復
段
階
で
も
小
企
業
が
リ
ー
ド
す
る
。
前
草
で

卸
売
仕
庫
が
製
造
業
在
日
昨
よ
り
り
l
ト
す
る
こ
と
が
分
っ
た
が
、
わ
が
国

で
は
流
一
辿
過
程
を
担
当
す
る
前
業
部
商
に
中
小
商
業
が
多
〈
存
在
す
る
こ

と
と
、
小
企
業
の
在
庫
変
動
か
大
企
業
の
そ
れ
よ
り
先
行
す
る
こ
と
と
考

え
合
わ
せ
る
と
、
卸
売
荘
庫
の
リ
l
ド
性
、
小
企
業
の
リ
ド
性
と
の
関

係
が
読
み
と
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
の
考
察
も
今
後
の
問
題
と
な
ろ
う
。

第
五
章
「
輸
入
原
材
料
在
陣
の
分
析
L

で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
在
庫
論
争
」

の
過
程
に
お
い
て
「
充
分
納
得
的
な
」
輸
入
以
材
料
在
庫
総
額
の
把
握
が
、

計
算
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
問
題
意
識
に
た
っ
て
輸
入
原
材

料
布
陣
の
「
定
義
範
闘
」
、
「
推
計
方
法
」
を
考
察
し
て
い
一
ゐ
の
が
第
一
論

点
。
そ
し
て
第
-
の
論
点
は
本
書
で
採
用
さ
れ
た
輸
入
原
材
料
の
統
計
的

計
算
と
「
従
米
町
一
輸
入
原
材
料
在
陣
統
計
」
と
の
比
較
で
あ
る
。
最
後
の

論
点
は
、
輸
入
原
材
料
の
業
種
別
通
関
、
在
庫
変
動
態
様
町
一
分
析
で
あ
る
@

第
て
第
二
の
論
点
は
技
術
的
、
執
計
的
操
作
に
関
す
る
も
の
で
紹
介
を

省
く
。
最
後
の
論
点
に
つ
い
て
だ
け
論
及
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
し
か
し

こ
の
点
も
図
表
的
分
析
に
中
心
が
お
か
れ
て
お
り
紹
介
す
る
に
は
相
当
な



紙
幅
女
必
要
と
す
る
か
ら
、
結
論
だ
け
を
か
か
げ
て
本
一
一
却
の
紹
介
を
終
る

こ
と
に
す
る
。
「
企
業
家
の
有
動
パ
タ
ー
ン
と
し
て
輸
入
価
格
の
上
男
が

み
こ
め
る
場
合
に
は
、
輸
入
増
、
し
た
が
っ
て
存
庫
増
」
主
い
う
こ
と
に

な
り
、
「
今
後
の
輸
入
傾
向
を
考
え
る
場
合
に
も
わ
が
困
の
生
産
の
上
昇
、

原
材
料
消
費
増
大
と
い
う
実
需
に
も
と
づ
く
輸
入
増
大
と
、
今
後
の
価
格

動
向
に
も
と
づ
く
投
機
的
輸
入
の
増
大
如
何
」
が
問
題
に
な
ろ
う
。
輸
入

価
格
の
動
向
は
世
界
景
気
の
動
向
如
何
に
よ
る
。
以
上
で
本
章
の
紹
介
を

終
る
。木
書
で
は
iz気
指
標
の
一
つ
と
し
て
布
陣
変
動
の
リ
ー
ド
ラ
ッ
グ
を

考
察
L
て
い
る
。
そ
の
場
合
ア
フ
リ
オ
り
に
「
一
般
長
気
」
を
固
定
化
し
、

そ
れ
を
基
準
に
在
庫
変
動
の
り
l
ド
・
一
フ
ヴ
グ
性
を
検
討
し
亡
い
る
方
法

リ
ギ
l
b
阿

在
山
仲
変
帥
に
附
則
す
る
若
コ
J

の
分
析
ι

の
前
提
に
は
、
医
気
循
域
主
在
庫
循
環
と
が
機
械
的
に
分
離
さ
れ
る
方
法

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
主
題
の
範
闘
を

ιえ
る
か
も
し
れ
な
い
が

他
の
い
示
気
の
諸
指
標
と
の
連
関
を
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

単
純
に
景
気
の
諸
指
標
を
一
つ
一
つ
並
列
的
に
触
媒
介
に
位
担
づ
け
る
の

で
な
く
、
モ
れ
ら
の
相
互
の
内
的
辿
闘
を
探
究
し
て
み
る
ご
と
が
課
題
に

な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
循
環
の
周
期
を
規
定
す
る
凶
定
資
本
町
運
動
を
基
礎

と
す
ゐ
景
気
術
部
と
在
陣
循
環
の
内
的
関
係
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
釦
何
と
い
う

こ
と
が
問
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
は
じ
め
て
景
気

変
動
的
指
棋
の
一
つ
と
し
て
の
在
出
変
動
の
す
耳
私
が
付
与
さ
れ
る
の
で
あ

る

。
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